
［成果情報名］寒冷地南部における大豆狭畦栽培による播種晩限の拡大

［要約］大豆晩播狭畦栽培は､晩播慣行栽培と同程度の栽植密度内であれば倒伏も少なく、

安定した収量・品質が保たれ､小麦収穫後の７月中旬頃まで播種晩限が拡大される。
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［区分］東北農業・作物（畑作物栽培）

［分類］技術・参考

--------------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

寒冷地南部における大豆慣行栽培での播種晩限（宮城県内では７月５日）は早く、麦の

収穫時期（大麦：６月中旬､小麦：６月下旬～７月上旬）が梅雨時に当たることから､一部

を除いて麦も大豆もほとんどが単作となっている。そのため麦後､特に小麦後でも収量や

品質低下を招かない播種時期の拡大技術として､大豆栽培における省力的な晩播狭畦無中

耕無培土栽培の有効性について検討する。

［成果の内容・特徴］

１．大豆晩播狭畦栽培による収量や百粒重の低下を招かない播種晩限は 7 月中旬頃まで

である(図１)。

２．無中耕無培土の本栽培では､極端な密植は倒伏を助長するため､晩播慣行栽培と同様の

播種量とし､栽植密度は25～35本／㎡で､条間は30cm前後､株間は25cm程度とする (表 1)。

３．水田輪作による麦後大豆晩播狭畦栽培での雑草発生は､晩播慣行より少なくなる（図

２）。

４．本栽培においては､全刈り収量（調整後）が 200kg/10a 以上で、品質も２等以上を確保

できる(表２)。

［成果の活用面・留意点］

１．本試験は大麦後に、逆転ロータリー＋播種機を用いた広畝成形同時播種方式で行った。

２．品種は晩播適応性や無中耕無培土栽培となるため耐倒伏性の高いものが望ましく､ここで

は「タンレイ」を用いた。

３．無中耕無培土によりコンバイン走行が安定し収穫作業は効率的にできるが､倒伏の激

しい場合は､向刈り作業などにより収穫のロスを少なくすることが望ましい。

４．雑草の種類や埋土種子量によっては､生育中期以降に茎葉処理除草剤などの散布が必要

である。なお､大豆連作ほ場など､雑草が多発生する可能性がある場合は本栽培は適さな

い。



［具体的データ］

(宮城県古川農業試験場)
［その他］
研究課題名：寒冷地太平洋側における輪作リスク低減と大規模省力水田輪作の体系化
予算区分：委託プロ(水田底力４系)
研究期間：2008～2010年度
研究担当者：三上綾子､星信幸､滝澤浩幸

図1　子実重及び百粒重(2008年,2009年)
※慣行は中耕培土１回。すべての区で除草剤は
播種直後にｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ･ﾘﾆｭﾛﾝ乳剤を散布。
他作業は慣行栽培に準ずる。3反復。
※晩播狭畦区の条間27～28cm,株間21cm。
※子実重を年次ごとにDunnett法で検定を行った。
　**：1%水準で有意差有り。
　n.s.：有意差無し。

表1　大豆生育ステージ及び成熟期調査(2008年，2009年)

播種日 条間 株間
栽植
密度

開花期 成熟期 茎長
子実
重

同左比
倒伏
程度

(月/日) ｃｍ ｃｍ 本/㎡ (月/日) (月/日) ｃｍ kg/a ％ 4-0

慣行 75 20 13 8/10 10/23 61.0 31.3 100 0.7
28 15 48 8/10 10/24 67.5 34.0 109 2.0
28 21 34 8/10 10/24 64.1 33.4 107 1.2
36 21 26 8/10 10/24 59.0 30.2 97 1.0
28 15 48 8/19 10/26 60.8 33.0 105 2.3
28 21 34 8/19 10/26 58.3 31.6 101 1.2
36 21 26 8/19 10/26 56.3 27.6 88 1.2

慣行 75 11 24 8/14 10/28 68.5 34.8 100 1.1
21 35 8/14 10/28 75.6 38.0 109 2.2
25 30 8/14 10/28 79.0 41.5 119 2.1
21 29 8/14 10/28 75.1 39.4 113 2.0
25 24 8/14 10/28 67.9 40.3 116 1.1
21 35 8/20 10/29 61.7 37.7 108 2.2
25 30 8/20 10/29 57.5 42.5 122 2.3
21 29 8/20 10/29 55.4 34.1 98 1.4
25 24 8/20 10/29 55.8 36.8 106 2.0

※倒伏程度は0から4の5段階で面積比率で評価した。
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図2　開花期雑草乾物重(2008年，2009年，2010年)　
※調査は各々の区の開花期に60*30cmの枠で
2ヵ所で調査した。慣行は中耕培土１回。
耕種概要は図1と同様。
主な草種はタデ類，アメリカセンダングサ。

表2　現地圃場における大豆の収量及び等級

播種日 条間 株間
栽植密
度

全刈り収
量

(月／日) (cm) (cm) 本／㎡ (kg/10a) ※現地実証：6月中旬大麦収穫後の播種体系(1ha区画圃場)。

2008 7/15 28 20 36 201 2等 品種：タンレイ、開花期：8月中旬、成熟期：10月中旬。

2009 7/10 28 20 36 220 2等 雑草防除：播種直後ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ･ﾘﾆｭﾛﾝ乳剤のみ。
2010 7/12 33 25 24 238 2等 病害虫防除：9月中旬に無人ヘリによる同時防除。
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